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厚
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地
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移
駐
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
日
、
在
日
米
海
軍
と
海
上
自
衛
隊
が
共
同
使
用
す
る
厚
木
基
地
の
航
空
機
騒
音
を
め
ぐ
る
「
第
四

次
厚
木
基
地
騒
音
訴
訟
」
の
高
裁
判
決
に
お
い
て
、
自
衛
隊
機
の
午
後
十
時
か
ら
午
前
六
時
ま
で
の
飛
行
差
し
止
め
と
、
総
額

約
九
十
四
億
円
の
損
害
賠
償
が
国
に
命
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
米
軍
機
の
飛
行
差
し
止
め
請
求
は
退
け
ら
れ
て
お
り
、
八
月
十

一
日
に
は
最
高
裁
に
上
告
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
に
空
母
艦
載
機
離
着
陸
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
際
に
は
、
わ
ず
か
に
三
日
で
二
千
七
百
件
以
上
の
苦
情
が

自
治
体
に
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
騒
音
の
主
体
は
米
軍
機
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
二
十
六
年
五
月
に
自
衛
隊
機
の
飛
行
差
し
止
め
を
認
め
る
一
審
判
決
が
な
さ
れ
た
後
も
、
騒
音
回
数
が
変
わ
っ

て
お
ら
ず
、
周
辺
住
民
は
変
わ
ら
ず
騒
音
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
空
母
艦
載
機
の
岩
国
移
駐
が
平
成
二
十
六
年
ま
で
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
日
米
合
同
委
員
会
で
合
意
さ
れ
て
い
た
も

の
の
、
平
成
二
十
五
年
十
月
に
は
平
成
二
十
九
年
頃
ま
で
と
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

空
母
艦
載
機
の
岩
国
基
地
へ
の
移
駐
を
行
う
目
的
は
、
厚
木
基
地
の
騒
音
軽
減
か
。

一



二

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
一
分
科
会
に
お
い
て
、
「
岩
国
飛
行
場
に
お
い
て
、
格
納
庫
、
駐
機

場
な
ど
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
愛
宕
山
地
区
に
お
き
ま
し
て
も
、
家
族
住
宅
、
運
動
施
設

な
ど
の
整
備
に
先
立
つ
造
成
工
事
等
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
二
十
九
年

ま
で
に
完
成
す
る
目
処
は
立
っ
て
い
る
の
か
。

三

岩
国
基
地
の
施
設
が
予
定
ど
お
り
に
整
備
さ
れ
た
場
合
、
平
成
二
十
九
年
の
い
つ
頃
ま
で
に
岩
国
基
地
へ
の
移
駐
が
完
了

す
る
の
か
。
時
期
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

岩
国
基
地
へ
の
移
駐
に
よ
っ
て
、
騒
音
は
軽
減
す
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


